
事業事前評価表 

 

１．案件名 

国名：インド 

案件名：グワハティ上水道整備事業 

L/A 調印日：2009 年 3 月 31 日 

承諾金額：29,453 百万円 

借入人：インド大統領（The President of India） 

 

２．事業の背景と必要性  

(1) 当該国における上下水道及び衛生セクターの開発実績（現状）と課題  

インドでは、人口増加や経済発展に伴う上水使用量の増加に伴う上水道整備不足等

から、上水供給不足が深刻化している。また水中からのフッ素、砒素等の有害物質検

出等の問題を招いている他、都市部への急激な人口流入や工業化により、下水処理能

力を超過した汚水が排出されており、地域住民の衛生、生活環境が脅かされている。

なお、運営・維持管理面についても、水質、無収水、料金設定等、技術的・財務的な

課題を抱えている。  

(2) 当該国における上下水道及び衛生セクター/アッサム州の開発政策と本事業の位

置づけ  

インド政府は第11次5ヵ年計画（2007年4月～2012年3月）において、2011/12年まで

に都市部全人口への上水供給及び下水・衛生施設の提供を政策目標として掲げている。

また、2004年5月に発足した現政権の共通綱領においても、上水道施設に対する公的

投資の拡大、都市部と農村部のあらゆる階層に対する飲料水の供給、飲料水源の拡充

が最優先課題とされている。  

アッサム州の2004～2005年の一人当たりGDPは6,721ルピーと、全国平均の約35％に

留まるうえ、貧困人口の比率は31％にのぼる。水道栓から飲料水を得ている世帯の比

率は都市部で約31％と、インド全体の都市部平均の半分以下の状況にある。これを受

け、アッサム州政府は中央政府の上記政策に沿い、上水道施設整備に取り組むことを

打ち出しており、州内最大都市であるグワハティ市における本事業を優先的に取り上

げている。  

(3) インド上下水道及び衛生セクターに対する我が国及びJICAの援助方針と実績  

急増する都市人口に配慮し、安全で安定的な水の供給や劣悪な公衆衛生状況の改善

を支援することで、生活水準の向上及び主要河川の水質汚濁防止を図ることとしてい

る。また、農村部については、貧困層の生活環境改善に資する基礎インフラ整備の一

環として水道整備を支援することとしている。なお、対インド円借款において、上下

水道・衛生セクターに対しては、これまで20件3,432億円の承諾実績がある。また、

技協・無償においては、政策アドバイザー等の専門家を2004年以降3回派遣している。  

(4) 他の援助機関の対応  

世界銀行及びADBは、インドに対していずれも貧困削減対策の一環として上下水道

セクター向け支援に取り組んでおり、①改革に積極的な州・都市への支援、②地方自

治体間の上下水道サービス改善の競争促進、③料金水準の適正化、④民活導入、⑤貧



困配慮等を重点分野としている。なお、2007年時点の承諾実績は世界銀行が37件4,031

百万ドル、ADBが4件543百万ドルとなっている。  

(5) 事業の必要性  

人口約 100 万人（2006 年）を抱えるグワハティ市は、インド北東部アッサム州の中

核都市かつ北東州最大の都市であり、石油産業や紅茶産業を中心として急速に発展し

ている。しかしながら同市の上水道普及率は 30％程度、供給時間も 2-3 時間程度/日

に留まるうえ、周辺地域からの人口流入により 2025 年には現在の 2 倍近くまで人口

が増加することが予想されており、上水需給のひっ迫が深刻化しているほか、料金体

系改善や料金徴収体制整備等、適切な維持管理手法の導入も急務となっている。従っ

て、需要増加に対応し得る持続的な上水供給を実現し、地域住民の生活環境を向上さ

せるためには上水道施設整備増強が不可欠であり、本事業の必要性・妥当性は高い。 

 

３．事業概要  

(1) 事業の目的 

本事業は、アッサム州グワハティ市南央地区及び北地区において、既存の上水道施

設の拡張・新設により、急増する水需要に対応する安全かつ安定的な上水道サービス

の提供を図り、もって同地域住民の生活環境の改善に寄与するものである。 

 (2) プロジェクトサイト/対象地域名 

グワハティ市南央地区及び北地区 

(3) 事業概要 

1) 上水道施設：取水設備・浄水場・配水池・送配水網の建設及び水道メーター・ 

SCADA等の設置 

2) コンサルティング・サービス： 

・建設実施：詳細設計、入札補助、施工監理、事業統括、実施・モニタリング 

の支援等 

・組織能力開発：運営・維持管理体制強化、財務管理強化、人材開発体制強化、 

戸別接続支援、 新料金体制に関する広報活動支援等 

(4) 総事業費 

35,524 百万円（うち円借款対象額：29,453 百万円） 

(5) 事業実施スケジュール 

2009 年 3 月～2017 年 1 月を予定（計 94 ヶ月）。コンサルティング・サービス終了

時をもって事業完成とする。 

(6) 事業実施体制 

 1) 借入人：インド大統領(The President of India) 

 2) 事業実施機関：グワハティ都市開発局(Guwahati Metropolitan Development 

Authority) 

 3) 操業・運営／維持・管理体制：グワハティ水道公社（今後立ち上げ予定） 

(7) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境社会配慮 

① カテゴリ分類：A 

② カテゴリ分類の根拠：本事業は、「環境社会配慮確認のための国際協力銀行ガ 



イドライン」（2002年4 月制定）に掲げる影響を受けやすい地域に該当するた

め、カテゴリAに該当する。 

③ 環境許認可：本事業に係る環境影響評価（EIA）報告書は、インド国内法上作 

成が義務付けられていないものの、2008年10月に作成済み。保全林内への配水 

池及び関連設備建設に係る管轄森林局の事業仮許可を取得済みであり、最終許 

可については2009年7月に取得の見込み。 

④ 汚染対策：表流水から取水するため地盤沈下は予見されない。浄水場・配水池

等の施設は騒音等に配慮して設計・工事される。 

⑤ 自然環境面：事業対象地域に保全林（0.9534ha）が含まれるが、不法占拠を含

む土地利用による劣化が進んでいることから、事業許可の付帯条件として代替

植林が実施される。また、周辺の環境に配慮して事業が実施される。  

⑥ 社会環境面：本事業は0.30haの用地取得及び6世帯の住民移転を伴い、同国国

内手続き及びアッサム州住民移転政策に沿って取得が進められる。 

⑦ その他・モニタリング：本事業では、実施機関が保全林の状況や水質等につい

てモニタリングする。 

2) 貧困削減促進：都市貧困層支援として、主にスラム地区における貧困層への上

水サービス改善のため、配水網の敷設と戸別接続支援を実施予定。また、グワ

ハティ市は今後策定予定の水道料金法案において、水道利用料金/初期戸別接続

費用における貧困層配慮を盛り込むことを検討する予定。 

3) 社会開発促進（ジェンダーの視点、エイズ等感染症対策、参加型開発、障害者

配慮等）：現地 NGO と連携し、スラム地区住民が主体となる水環境改善及び上水

道個別接続促進を目的とした啓発活動を実施予定。 

(8) 他ドナー等との連携：ADB がグワハティ市南東地区の上水道整備支援を検討中。

将来グワハティ市全体の上水道運営維持機関となるグワハティ水道公社の能力

開発支援において協力の可能性あり。また、実施機関の能力開発に関連し、福岡

市水道局より経営改革に係る提言を得た。 

(9) その他特記事項：従量制料金体系及び料金徴収制度導入にあたり、現地 NGO を雇

用のうえ、住民への説明及び意見交換を行う予定。 

 

4. 事業効果 

(1) 運用・効果指標：  

指標名  基準値（2008年実績値） 目標値(2019年)【事業完

成2年後】 

給水人口（千人）  289  930  

対象地域内の給水人口割合 約30％  100％  

給水量（m3/日）  44,900  186,000  

施設稼働率  南央地区57％  

北地区43％  

南央地区81％  

北地区79％  

水質（蛇口地点）  －  濁度1以下  

色度5以下  



漏水率  南央地区38％  

北地区15％  

南央地区10％  

北地区10％  

一人一日当たり給水量（L） 南央地区135  

北地区70-100  

南央地区135  

北地区135  

 (2) 内部収益率 

以下の前提に基づき、本事業の経済的内部収益率（EIRR）は南央地区 16.5％、北

地区 9.1％となる。 

【EIRR】 

費用：事業費（税金を除く）、運営・維持管理費 

便益：上水道料金支払意思額上昇分、運営・維持管理費の軽減 

プロジェクトライフ：40年 

   

5. 外部条件・リスクコントロール 

 グワハティ市の治安動向の変化。 

 

6. 過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 

既存の上下水道事業の事後評価では、事業効果を高めるために、市民に対する事業

広報・啓発活動を行うことが重要とされているところ、本事業においては、新水道料

金体系及び料金徴収体制に係る市民に対する広報・啓発活動が実施される予定。 

また、水道事業の経営強化のための施策を検討する必要が認識されているところ、

本事業においては、新規設立予定のグワハティ水道公社を対象とした組織強化に係る

コンサルティング・サービスを通じて、新水道料金及び徴収体制整備による無収水率

削減及び財務改善、また人材開発等の施策を実施することについて実施機関との間で

合意している。 

 

7. 今後の評価計画 

(1) 今後の評価に用いる指標 

  1) 給水人口（千人） 

  2) 対象地域内の給水人口割合 

  3) 給水量（m3/日） 

  4) 施設稼働率 

  5) 水質（蛇口地点） 

  6) 漏水率 

  7) 一人一日当たり給水量（L） 

  8) 内部収益率（EIRR） 

(2) 今後の評価のタイミング 

 事業完成 2年後 

以 上  


